
現状

●外国人住民なしには地域が成り立たない段階へ

●造船企業の集積地域は、すでに10人に１人が外国人

実践【吉海地区・大西地区】

吉海地区：防災運動会

大西地区：サッカーでお結び会

気づき

特 徴

技能実習・特定技能

72.3％

フィリピン国籍

43.9％

令和８年４月30日現在

今治市DATA

日本人・外国人・受入企業・行政が、それぞれ

当事者として関係を築く仕組みが足りないのでは？

Step 1 自然な参加「まずはみんなで楽しむ」

Step 2 日頃から顔の見える関係づくり

Step 3 “いざ” というときに支え合える関係へ

外国人アンケートの結果

今治に住み続けたい

しかし現実は、関わる機会が少ない

約８割 が

約７割 が

人口

144,758
人

日本人と仲良くなりたい

地域住民が主体で企画・運営

造船企業の集積地

約10人に1人

が外国人

うち外国人口

4,861
人

外国人割合

3.36
％

１年前と比べて

日本人口 2,338人減

外国人口 450人増

として多文化共生を捉えなおし

日常の機会をどのように増やし継続させるのか

「今治家」の経営課題

製造業やサービス業を中心に、多くの分野で外国人が活躍

みんなが共に支え合う関係へ
行政 × 企業 × NPO × 地域住民 × 外国人コミュニティ
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